
 
 

国内旅客輸送 
 

2010 年の日本の 1 人当たりの年間の国内平均移動距

離（年間移動距離）は、約 10641km で、交通機関の内

訳は乗用車が 59%、鉄道が 29%、バスが 6%、船舶が

0.2%、飛行機が 5%となっています（EDMC 2010）。本シミ

ュレーションでは、4 つのレベルを設定しました(図 1)。詳し

い設定に関してはエクセル・スプレッドシートモデルを参照

してください（Zhou, et al. 2014）。 

 

 

図１：交通モードの割合 

 

 

 

 

レベル 内容 

１ 

2050 年には 1 人当たりの年間移動距

離が 2010 年よりも 1766km 長くなる。

交通機関の内訳は 2010 年と同じ。 

２ 

2050 年には 1 人当たりの年間移動距

離が 2010 年よりも 883km 長くなる。交

通機関の内訳は、乗用車が 54%、鉄道

が 32%、バスが 6%、船舶が 0.1%、飛行

機が 8%となる。 

３ 

2050 年の 1 人当たりの年間移動距離

は 2010 年と同じだが、交通機関の内訳

は、乗用車が 49%、鉄道が 35%、バスが

6%、船舶が 0.1%、飛行機が 10%へと大

きくシフトしている。 

４ 

2050 年には 1 人当たりの年間移動距

離が 2010 年よりも 317km 短くなる。乗

用車から公共バスへの大きなシフトが見

られ、交通機関の内訳は、乗用車が

45%、鉄道が 37%、バスが 8%、船舶が

0.1%、飛行機が 10%となる。 

※ 先導的低炭素技術は、環境省 L2-Tech リスト

の 「C-03 電動二輪車」、「C-0４ 鉄道」、

「C-05 船舶」、「C-06 航空機」 と「E-0４

-002 燃料電池」 を参照（環境省 2014、

2015）。 
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